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Fig. 1. CT showed a left renal cell carcinoma with
contrast effect.
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Bladder metastasis of renal cell carcinoma (RCC) is relatively rare, and only 43 cases have been reported

in the Japanese literature. In most cases, the histology of the primary site was clear cell type. Here, we

report a case of bladder metastasis of chromophobe RCC. A 74-year-old man presented with

asymptomatic gross hematuria. He had a history of chromophobe RCC treated with radical nephrectomy

11 years previously. Since cystoscopy revealed a papillary pedunculated tumor, he underwent transurethral

resection of the bladder tumor (TUR-Bt). The pathological diagnosis was chromophobe RCC because the

histological findings were similar to those of nephrectomized specimens. Four years after TUR-Bt, the

patient received bacillus Calmette-Guérin (BCG) therapy under the diagnosis of carcinoma in situ of

urothelial cancer of the bladder but not chromophobe RCC. There was no recurrence of chromophobe

RCC within 5 years follow-up after TUR-Bt. To the best of our knowledge, there has been only one other

case report of bladder metastasis of chromophobe RCC in the Japanese literature.

(Hinyokika Kiyo 62 : 63-67, 2016)
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緒 言

嫌色素性腎細胞癌の予後は比較的良好とされてお

り， 5および10年生存率はそれぞれ83.9％と77.9％と

報告されている1)．転移を来たす頻度も 6∼ 7％と淡

明細胞癌に比べて，低いとされている1)．特に膀胱転

移を来たした症例の報告は海外で 1例の報告があるの

みである．今回われわれは，膀胱転移を認めた嫌色素

性腎細胞癌の 1例を経験したので報告する．

症 例

患 者 : 74歳，男性

主 訴 : 無症候性肉眼的血尿

既往歴 : 1999年左腎癌に対して腎摘除術（病理診

断 : 嫌色素性腎細胞癌，pT2N0M0，G3＞2，IFN-β，
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Fig. 2. Cystoscopy revealed a papillary and pedun-
culated tumor at the posterior trigone wall of
the bladder.
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Fig. 3. CT/MRI showed a solid mass (arrow) at the
posterior trigone wall of the bladder (a :
contrast-enhanced CT ; b : MRI, T2Wi ; c :
MRI, DWI).

v（＋））（Fig. 1）

生活歴 : 喫煙歴なし

現病歴 : 2009年12月に無症候性肉眼的血尿を自覚，

2010年 3月に近医で CT を施行したところ膀胱内に造

影効果を伴う腫瘤を認めたため 4月に当科を紹介受診

した．膀胱鏡で後三角部左寄りに 2 cm 大の有茎性乳

頭型腫瘍を認めた（Fig. 2）．尿細胞診はクラスⅡで

あった． 5月に経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR-Bt）

施行目的に入院した．

身体所見 : 特記所見なし．

検査所見 : 尿沈渣で RBC 20∼99/HPF の顕微鏡的

血尿を認めた．血算，生化学では血清クレアチニン

1.23 mg/dl と軽度腎機能障害を認めるのみであった．

画像所見 : CT および MRI では後三角部に 2 cm 大

の膀胱内腔に突出する有茎性腫瘍を認めた（Fig. 3）．

造影効果は均一であり筋層浸潤および明らかなリンパ

節・遠隔転移を認めなかった．

手術所見 : 2010年 5月に TUR-Bt＋多部位粘膜生検

を施行した．腫瘍は左尿管口の近傍に存在した．腫瘍

は易出血性であった．術中所見では明らかな筋層への

浸潤は認めなかった．

病理診断 : 腫瘍細胞は主に粘膜固有層で増殖し，一

部は既存の尿路上皮を押しあげていた（Fig．4a）．膀

胱筋層には腫瘍の浸潤は認めなかった．腫瘍細胞は血

管周囲に増殖する大型で明るい細胞質を有する pale

cell と，比較的小型で好酸性顆粒状細胞質を持つ

eosinophilic cell の 2 種類より構成されていた（Fig.

4b）．特殊染色では腫瘍，特に pale cell はコロイド鉄

で陽性（Fig. 4c）であった．これらの病理所見は組織

像および細胞形態ともに左腎摘標本に認められる嫌色

素性腎細胞癌の所見と酷似していた（Fig. 5a∼c）．以

上より嫌色素性腎細胞癌の膀胱転移と診断した．

術後経過 : 術後は筋層非浸潤性膀胱癌に準じて，定

期的な膀胱鏡および尿細胞診を行うとともに胸腹部

CTで経過観察した．2013年12月に尿細胞診がクラス

Ⅴとなったが膀胱鏡および腹部 CT では再発を認めな

かった．そのため2014年 2月に麻酔下に多部位膀胱粘

膜生検および右尿管鏡下尿管粘膜生検を施行したとこ

ろ右尿管および膀胱に上皮内癌の多発を認めた．この

ため2014年 4 月から SJ ステントを用いた上部尿路

BCG 注入療法を 6回施行したところ尿細胞診は陰性

となった．2015年 7月現在，尿細胞診は陰性を持続し
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Fig. 4. Histology of the bladder metastasis of
chromophobe renal cell carcinoma. a) A
pedunculated subepithelial tumor with over-
lying bladder mucosa was observed. b)
The tumor demonstrated a solid growth
pattern with a mixture of perivascular pale
cells and eosinophilic cells. c) Tumor cells
were positive for Hale’s colloidal iron
staining.
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Fig. 5. Histology of the primary chromophobe renal
cell carcinoma. a, b) The appearance
under a light microscope was similar to that
of the bladder tumor. Extension into the
renal pelvis was observed. c) Immunohisto-
chemistry revealed that tumor cells were
positive for Hale’s colloidal iron staining.
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画像上も再発を認めない．

考 察

嫌色素性腎細胞癌は腎細胞癌全体の約 5∼10％と稀

であり，発生母地は遠位尿細管もしくは集合管由来と

されている．臨床的には，約 7割が病期ⅠまたはⅡで

発見されるとされ予後は比較的良好である2)．

一般的に腎細胞癌の遠隔転移は肺，肝，骨などに多

く見られるが3)，膀胱転移は稀である．約1,400例の

剖検例を検討した Saitoh らの報告では膀胱転移の頻

度は 2％であり，自験例のように弧発性に膀胱転移を

認めた症例は120例中 1例（ 1％未満）ときわめて稀

であるとされている4)．また，膀胱の悪性腫瘍全体に

占める転移性膀胱癌の頻度も稀で， 2％未満と報告さ

れている5)．この場合の原発巣については胃，皮膚，

肺，乳腺の順に多いとする報告がある6)．

本邦における腎細胞癌の膀胱転移に関しては2012年

に三木らが43症例を集計している7)．これによると，

男女比1.4 : 1と男性に多く，平均年齢は62歳（12∼

87歳）であり，約 7割の症例が肉眼的血尿を契機に診

断されている．腎摘除からの再発までの期間は平均33

カ月であった．同時性を含めて 1年以内の再発が53％

である一方， 7年以上の長期経過を経て再発する症例

も12％存在した．

病理組織型は記述のある40例中淡明型腎細胞癌が31

例（約78％）と最多であり乳頭状腎細胞癌 4例がこれ

に続いた．一方で，検索した限り本邦における嫌色素

性腎細胞癌に膀胱転移の報告例はなかった．同様の症

例は海外文献でも 1 例が報告されているのみであ

る8)．腎細胞癌の転移による膀胱腫瘍の形状について

は三木らの集計によると7)，記述のある36例中結節型

有茎腫瘍が最多で50％を占め，結節型腫瘍（約11％）

がこれに続き， 自験例のような乳頭型腫瘍は 1 例

（約 3％）と稀であった．

症例が少ないこともあり腎細胞癌の膀胱転移に対す

る標準治療は確立してはいないが，文献上は経尿道的

手術が主体であり，術前画像検査にて明らかに筋層浸

潤を疑う症例では膀胱部分切除が施行されている9)．

今回の症例は MRI で明らかな筋層浸潤を認めなかっ

たため TUR-Bt を施行した．病理所見でも筋層浸潤を

認めず，完全切除しえたと判断して追加治療を行わず

厳重経過観察の方針とした．

腎細胞癌の膀胱への転移機序としては，血行性，リ

ンパ行性に加え，尿路内播種の経路が考えられてい

る10)．後者を支持するものとして，腎細胞癌でも尿

中に腫瘍細胞が証明されることがあることを指摘する

意見もある11)．実際に，これまで報告されている腎

細胞癌膀胱転移症例の中で尿管口周囲に発生した転移

は患側腎と同側に限られ，対側尿管口近傍には認めら

れていない9)．自験例でも左腎細胞癌術後で左尿管口

周囲に膀胱転移を認めており，1999年の腎臓の病理組

織像で腫瘍が腎盂粘膜まで浸潤していた事からも尿路

内播種の経路が関与している可能性が最も考えられ

た．しかし，病理像では癌細胞は粘膜固有層で増殖

し，一部は既存の尿路上皮を押しあげ粘膜下腫瘍に類

似する所見を呈する部位もあり，血行性転移の可能性

も完全には否定できないと考えられた．

膀胱転移を来たした腎細胞癌の予後に関しては膀胱

以外の遠隔転移を認めた場合は， 1年生存率12.5％と

の報告もあり9)，不良である．一方で膀胱以外に遠隔

転移を認めない場合は 3年生存率80％で比較的予後良

好である8)．腎細胞癌の膀胱転移の予後は他部位転移

の有無で左右されることから，膀胱への孤発転移なら

ば積極的な外科的治療の適応があると考えられた．

なお，本症例では膀胱転移の45カ月後（腎細胞癌術

後14年目）に膀胱および対側上部尿路の上皮内癌の合

併を認めた．腎細胞癌の根治術後に別の癌腫が発生す

ることは稀ではなく Beiskland らによる多数例の長期

観察データによると12)，癌腫としては前立腺癌が最

多で膀胱癌と肺癌がこれに続いている．膀胱癌に注目

すると腎癌診断から膀胱癌発生までの期間の中央値は

4.8年であるが約20％の症例は自験例と同様に10年以

上経て発症したとされている．以上より，本症例での

上皮内癌の合併は先行した嫌色素腎細胞癌の膀胱転移

とは直接的な因果関係はないものと考えられる．

結 語

術後11年目に膀胱への転移を指摘された嫌色素性腎

細胞癌の 1症例を経験した．腎癌の膀胱転移は稀な病

態であるが，特に嫌色素性腎細胞癌による転移は本邦

でこれまでに報告がない．腎癌の既往がある患者に無

症候性血尿を認めた場合，腎癌の膀胱転移の可能性を

念頭に置く必要があるが，嫌色素性腎細胞癌であって

も同様の配慮が必要であると考えられた．
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